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やまなし自然首都圏構想研究会のフレーム

� ウィズ／ポスト・コロナの時代に対応した、首都と地方の新しい関係性が
大きなテーマ

� 今後の生活、経済、文化、教育などすべてを変えるNew Normalとして、
⼭梨がどういう価値を提供でき、どう実現するのか、研究

� 県の代表として知事も参加するなかで、多様な有識者・実務者から、広く
意⾒を聴取する場

� 研究会の開催にあたっては、意⾒交換のテーマを設定

位置付け

テーマ設定

趣旨
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やまなし自然首都圏構想研究会のフレーム

� 原則研究会全体を公開することとし、同時にYouTubeで配信

� 当面終期は設定しない

� 意⾒については庁内で共有、検討を⾏うなかで、必要なものは迅速に施策に
反映（計画策定は目的としない。また、その成果は研究会に逐次フィード
バック）

� Webサイトでの公開
・研究会の録画データ ・各委員へのインタビュー映像 ・上記を編集した映像 など

� 委員は必要に応じて逐次新規の参画を求める

スケジュール

情報公開

委員

アウトプット
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